
あいさつをするママ

入
会
申
込
み
は
ス
テ
ー
キ
レ
ス
ト
ラ
ンあいさつをするママ

☆
但
馬
牛
の
ス
テ
ー
キ
を
〃
蔓
間
同
志
の
パ
ー
テ
ィ
、
同
窓
会
「
南
蛮
館
言
（
阪
急
西
口
山
側
、
レ
ィ
ン

牛
亭
″
で
ど
う
ぞ
／
，
歓
迎
会
、
送
別
会
、
宴
会
左
ど
峠
ヨ
↓
醇
椴
奄
砂
誰
誕
Ｔ
Ｅ
Ｌ
一
一
一
九
一

但部
馬、
牛但
は馬
似地
れ方
たで
肉育
質て
とら
体れ
型た

罷九駕
無Ｔ市
休Ｅ生
一ＬＩＨ
Ｆ三区
正三下
午一山
か｜手
ら七通
午九り
前五二
一七丁
時目

jliW【祝
本劉
汽会
船が
の慌
樽大
本に
さ催
んさ
のれ
｢i｣た
会。

神
仙
閣
の
す
ぐ
北
、
マ
ル
サ
に
ピ
ッ
タ
リ
の
お
廉
敷
で
、
和
☆
〃
千
里
″
満
五
歳
を
迎
え
る

ン
ビ
ル
の
一
、
二
階
に
ス
テ
ー
風
づ
く
り
の
落
ち
つ
い
た
日
本
三
月
五
Ⅱ
午
後
六
時
よ
り
生

キ
ハ
ゥ
『
〈
「
蔓
牛
亭
」
が
オ
ー
訓
ム
ー
ド
の
中
で
本
場
の
味
を
田
神
社
会
館
四
階
大
広
間
に
て

プ
ン
し
ま
し
た
。
兵
庫
県
の
北
楽
し
め
ま
す
。
〃
千
里
″
の
開
店
五
周
年
記
念

キ
を
こ
の
蔓
牛
亭
で
味
わ
え
ま
語
ら
い
ま
す
。
ゲ
ス
ト
に
は
サ
★
〃
雑
貨
屋
″
が
移
転

す
。
一
階
は
テ
ー
ブ
ル
式
に
た
ン
ト
リ
ー
ス
ク
ー
ル
専
任
諦
師
洋
涌
ハ
ウ
ス
〃
雑
貨
催
〃
が

っ
て
お
り
、
Ⅱ
の
前
で
焼
き
上
の
堀
井
浩
一
氏
や
サ
ン
ト
リ
ー
満
一
周
年
を
期
に
三
Ⅱ
十
五
Ⅱ

げ
ら
れ
る
仙
馬
牛
の
ま
ろ
や
か
ワ
イ
ン
室
長
の
藤
木
義
一
氏
な
元
の
〃
仏
蘭
餌
屋
″
の
場
所
に

で
と
る
け
る
よ
う
な
味
は
ま
た
ど
が
顔
を
並
べ
、
セ
ミ
ナ
ー
や
移
転
、
ハ
イ
セ
ン
ス
な
店
と
し

格
別
。
二
階
は
家
族
連
れ
や
仲
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
催
物
て
而
目
を
一
新
し
た
。

で
仙
界
的
に
知
ら
れ
て
お
り
、
時
半
’
六
時
半
）
に
例
会
を
も

別
名
「
莫
牛
」
と
よ
ば
れ
る
が
ち
、
夕
食
に
ワ
イ
ン
を
傾
け
左

こ
の
最
高
級
の
ビ
ー
フ
ス
テ
ー
が
ら
ゲ
ス
ト
を
囲
ん
で
楽
し
く

最高の肉が楽しめる落ち蓋いた店内

一
一
Ｆ
正
午
か
ら
午
後
十
時
で
会
は
進
行
。
神
戸
市
議
会
談

☆
「
神
戸
ワ
イ
ン
倶
楽
部
」
へ
長
立
花
さ
ん
と
ク
ラ
ブ
Ｓ
の
マ

の
お
さ
そ
い

が
鐸
誹
錨
畔
吋
峠
州
嘩
止
錐
碓
奉
雨
蝿
筆
桃
皿
諦
赫
侭
銅
譜
癖

香
り
ゆ
た
か
な
ワ
イ
ン
を
、
料
鯉
確
淵
隣
窪
諏
鴻

州
躍
畳
榊
誹
酎
砕
症
帳
塞
奉
挫
岬
母
岬
跡
準
》
》
》
評
砕
砕
》

足
し
ま
し
た
。

－
と
呼
ぶ
に
似
つ
か
わ
し
い
、

「
神
戸
ワ
イ
ン
倶
楽
部
」
が
発

毎
月
第
三
土
暇
Ⅱ
（
Ｐ
Ｍ
四

を
深
め
て
い
く
新
し
い
ス
タ
イ

を
ひ
ら
い
て
会
員
相
互
の
親
睦

き
一
人
二
千
円
。
四
月
の
例
会

で
三
千
円
。
会
費
は
一
同
に
つ

ラ
ブ
で
す
。

入
会
は
随
時
。
入
会
金
一
人

二
千
円
、
岡
伴
の
場
合
は
二
人

は
川
月
二
○
口
（
土
）
で
す
。

ル
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ク

曜
日
は
平
島
謙
二
（
ク
ラ
シ

☆
〃
雑
貨
屋
″
が
移
転

洋
涌
ハ
ウ
ス
〃
雑
貨
催
〃
が

満
一
周
年
を
期
に
三
Ⅱ
十
五
Ⅱ

元
の
〃
仏
蘭
餌
屋
″
の
場
所
に

移
転
、
ハ
イ
セ
ン
ス
な
店
と
し

て
而
目
を
一
新
し
た
。

Ⅲ
俊
博
（
フ
ラ
メ
ン
コ
）
、
〃

★
ス
ペ
イ
ン
の
味
と
フ
ラ
メ
ン
コ
の

店エ
ル
・
ヴ
ィ
ノ

生
田
区
北
野
町
三
丁
目
四
八

ア
ー
ー
ル
ド
マ
ン
シ
ョ
ン
ー
Ｆ

鱈
二
四
一
’
一
三
四
四

ア
ン
ダ
ル
シ
ア
の
↑
俊
才
一
ｕ
あ

彩
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
御
紹
介

を
た
に
１
．
今
側
は
エ
ル

●
神
戸
う
ま
い
も
ん

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

し
ま
し
ょ
う
。
Ⅱ
暇
Ⅱ
は
向

日
は
定
休
日
、
木
暇
ｎ
は
奥

田
大
二
郎
（
フ
ラ
メ
ン
コ
）
、

金
曜
Ⅱ
は
ま
た
ま
た
ぺ
ぺ
藤

塚
。
そ
し
て
、
第
一
・
三
土

曜
Ｈ
に
は
は
な
や
か
な
フ
ラ

メ
ン
コ
郷
踊
の
シ
ョ
ー
タ
イ

ム
、
第
二
・
囚
土
曜
Ⅱ
は
内

崎
勇
に
よ
る
ド
プ
ロ
ギ
タ
ー

の
淡
奏
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
あ
な
た
も
エ
ル
・
ヴ
イ

ノ
で
一
背
を
お
過
ご
し
に
た

り
ま
せ
ん
か
？

５
・
帥
Ｐ
Ｍ
ｌ
２
・
伽
Ａ
Ｍ
（
同
咽

祭
日
は
辺
・
叩
Ａ
Ｍ
茨
で
）

ツ
ク
）
、
火
峨
Ⅱ
は
ぺ
ぺ
藤

塚
（
フ
ラ
メ
ン
己
、
水
曜

■

、
ヴ
ィ
ノ
の
夜
を
ス
テ
キ
に

１
３６

１

華麗なフラメンコの－宵

●

ぴっと･ いん
豆
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ｐｍト言（扇巴鱈園

型碧ミ辿塀隈濃匪隈・田冊

、

ト、

塾
認
籍
蕊
蕊

○畳震望貢Ｊ
…１輪… 〃今逼尋〉Ｊ碍吊幣軍細Ｖ付加一つ黒§単拙（一長剥や、今曾云

Ｕ・狸Ｊ刑柚や箱剖リャ町劇細柚却却６３Ｊ繋叩一荊持や

淵和牛一忽個鴇・ＲＪ拙〆今荊加やず便（一侭加増喫〆今（一畷縛り一

々供Ｓ識細細御長禅８浬一細這並リーャトーッ、賦罵Ｓｍ潟厘川

Ｐｕミー特」す職州田淵

々掴担い掛川）州瓢幕やぐ叩櫓禅ｈｈ４
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凱溌涯募蕊~ 蕊蕊．鍵ズ蕊〔劃壁隅繍綴; ｮ 撞爵

”鍵』
謡瀞

ＯＰＥＮＳ( w e e k d a y ）●８：００p . m . ＣＬＯＳＥＳ●３：００a . m .
ＯＰＥＮＳ( h o l i d a y ）●６：００p . m . ＣＬＯＳＥＳ●２：００a . m .
' 2 時までワンドリンク女性8 0 0 円男性１０００円
毎週月曜日定休（祭日と重なる場合は火曜日）

唯排外外
化殴舵爪】

－一蒜誼罰蕨卿』

花隈中央通り４５壷3 ４１．２８４５

市街地の雑踏を離れた神戸の山の手、加納町にフラメ
ンコの店プルーリボンがある。こじんまりとした店内に
一歩入れば、慌熱的なカスタネットをかき鳴らす音とキ
ターのリズムとで、たちまち、魅了されてしまう。毎週
金叩臼の夜には三回（８時、９時、１０時）フラメンコ舞
踊を舞台でやっていて、マスターのギターと、目にも彩
やかなフラメンコの乱舞は思わず息をのむ素哨しさであ
る。飲み物、軽食もいろいろとあり、スペイン精緒をた
っぷりと味わえる。この６月１日に1 7 周年を迎えるプル
ーリボンはフラメンコムードいっぱいの店である。

セリー酒（ワイン）3 5 0 円
トルテージャ（オムレツ）4 5 0 円
営業時間６：０ＯＰＭ～１２：ＯＯＡＭ

第３日曜は休み
☆フラメンコギター教室
火曜・金曜一日眼の３：０O P M ～
６：０O P M 初心者歓迎

ﾌ ﾗ ﾒ ﾝ ｺ の店ブノレーリボン
加納町3 丁目交差点西2 0 米上ル壷2 4 1 . 8 6 7 9

1３８
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のあこや亭新装オープン

☆
あ
こ
や
亭
本
店
が
新
装
、

広
く
便
利
に

本
格
的
左
讃
岐
手
打
ち
う
ど

ん
が
名
物
の
あ
こ
や
亭
本
店
が

広
く
な
り
、
３
月
５
日
新
装
オ

ー
プ
ン
披
露
パ
ー
テ
ィ
が
開
か

れ
ま
し
た
。

新
し
く
増
え
た
の
は
、
２
階

の
小
部
屋
五
つ
と
、
八
十
名
収

容
の
大
広
間
で
、
今
ま
で
の
三

倍
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

献
立
も
鍋
も
の
の
種
類
が
多

く
な
り
、
手
打
ち
う
ど
ん
と
季

節
の
野
菜
、
魚
貝
類
を
煮
こ
ん

だ
特
製
あ
こ
や
鍋
二
○
○
○
円

カ
ー
ー
ス
キ
ニ
○
○
○
円
、
し

ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
二
五
○
○
円
な

ど
。
ま
た
、
古
い
時
代
、
山
で

狩
り
の
後
、
准
物
を
石
の
上
で

焼
い
て
食
べ
た
と
い
う
風
習
に

か
り
ば

ち
な
ん
だ
お
狩
場
焼
き
一
一
○
○

○
円
が
珍
し
い
。
駐
車
場
も
広

く
な
っ
て
便
利
。

葺
合
区
成
塚
通
七
’
五

雪
二
三
一
’
六
三
○
○

☆
春
か
ら
初
夏
の
婦
人
帽
子

創
作
発
表
会
ｌ
マ
キ
シ
ン

全
国
的
に
有
名
な
婦
人
帽
子

の
店
マ
キ
シ
ン
が
、
３
月
５
，

６
日
と
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
で
春
か
ら
初
夏
の
婦
人
帽
子

皿
創
作
発
表
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
会
場
い
つ
ぱ
い
に
開
い
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
帽
子
は
約
二
千

点
。
お
し
ゃ
れ
ミ
セ
ス
、
ヤ
ン

グ
レ
デ
ィ
向
の
タ
ウ
ン
ハ
ッ
ト

は
誰
に
も
愛
用
で
き
る
も
の
か

ら
本
格
的
な
も
の
ま
で
あ
り
グ

ッ
と
カ
ラ
フ
ル
。
ま
た
、
実
用

性
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
セ

ン
ス
を
取
り
入
れ
た
ゴ
ル
フ
、

テ
ニ
ス
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
ハ
ッ
ト

が
目
立
つ
。
つ
ば
が
狭
く
な
っ

て
つ
ば
に
変
化
を
も
た
せ
た
シ

ッ
ク
な
帽
子
が
今
年
の
流
行
。

飾
り
も
附
子
と
共
材
料
で
ワ
ン

神戸百店会
だより

ｇ
ｑ
０
０
ｔ
０

壷識涛溌嬰聖霧吾

あ や

●
シ
ョ
ッ
プ
ト
ピ
ッ
ク
ス

☆
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
に
あ
る
美
術
陶
器

磁
の
店
淡
洲
堂
の
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

２
月
邪
日
か
ら
３
月
５
日
に
第
一
回
橋

本
嘉
峯
作
陶
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今

回
の
個
展
は
小
鉢
や
小
皿
、
デ
ミ
タ
ス

な
ど
の
食
器
中
心
で
、
渋
く
落
ち
着
い

た
作
風
に
人
気
が
集
ま
り
、
売
れ
行
き

も
好
評
。
橘
本
嘉
峯
さ
ん
は
鋸
歳
と
い

う
若
い
新
人
で
、
多
く
の
可
能
性
を
持

っ
た
人
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
作
品
も

期
待
さ
れ
そ
う
。
彼
の
作
品
を
扱
っ
て

い
る
の
は
神
戸
で
は
淡
洲
堂
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ

３
３
１
１
８
７
５
８
）
だ
け
で
す
。

☆
神
戸
大
丸
前
に
あ
る
オ
ー
ト
ク
チ
ュ

ー
ル
装
苑
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
展
示
会
が
、
３
月
５
日
一
一

『
－
１
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
ま
し

た
・
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
ピ
ン
ク
や
ブ
ル
ー
、

グ
リ
ー
ン
な
ど
明
る
い
き
れ
い
な
色
が

今
年
は
流
行
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
シ
ョ
ー
で
も
、
全
体
に
ク
リ
ア
な

色
が
目
立
ち
、
柔
か
い
ブ
ル
ー
の
ロ
ン

グ
ド
レ
ス
を
肴
た
モ
デ
ル
さ
ん
が
登
場

す
る
と
、
そ
の
優
雅
さ
に
場
内
で
嘆
声

が
も
れ
ま
し
た
。

☆
さ
ん
プ
ラ
ザ
２
，
３
Ｆ
に
あ
る
三
愛

三
宮
店
で
、
３
月
晦
日
こ
の
春
卒
業
す

る
フ
レ
ッ
シ
ュ
レ
デ
ィ
の
た
め
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。

カ
ジ
ュ
ア
ル
ド
レ
ス
や
ブ
ラ
ウ
ス
、
ス

カ
ー
ト
、
パ
ン
タ
ロ
ン
の
組
合
せ
、
ギ

ャ
ザ
ー
、
フ
リ
ル
の
あ
る
ド
レ
ッ
シ
ー

ド
レ
ス
か
ら
春
の
コ
ー
ト
ま
で
加
点
が

紹
介
さ
れ
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
レ
デ
ィ
の
お

し
ゃ
れ
プ
ラ
ン
に
役
立
て
て
も
ら
い
た

い
も
の
。
シ
ョ
ー
の
お
わ
り
に
抽
選
が

あ
り
、
国
内
旅
行
航
空
券
（
４
万
円
相

当
）
や
国
鉄
旅
行
券
（
１
万
円
相
当
）

が
泌
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

☆
婦
人
・
紳
士
服
飾
セ
リ
ザ
ワ
の
本
部

電
話
番
号
が
、
３
月
５
日
よ
り
（
０
７

８
）
３
２
１
１
６
８
６
８
（
大
代
表
）

に
変
り
ま
し
た
。

★
３
月
１
日
よ
り
美
容
室
ロ
ー
ズ
あ
き

ら
で
は
腕
を
み
が
い
た
若
い
男
性
ス
タ

ッ
フ
３
人
が
、
水
曜
、
木
噸
の
二
日
間

を
担
当
し
ヤ
ン
グ
対
象
の
店
に
き
り
か

え
て
ス
タ
ー
ト
。
料
金
も
ヤ
ン
グ
向
き

に
お
安
く
し
て
あ
る
と
の
こ
と
。
営
業

時
間
９
Ａ
Ｍ
ｌ
６
Ｐ
Ｍ
。

☆
朝
（
あ
し
た
）
ｌ

ミ
キ
モ
ト
春
の
特
別
展
示
会

品
質
で
定
評
の
あ
る
ミ
キ
モ

ト
が
、
恒
例
の
春
の
特
別
展
示

会
を
３
月
ｕ
、
哩
日
に
オ
リ
エ

ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
開
催
。
朝

（
あ
し
た
）
と
題
し
た
、
向
の

イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
Ｗ
Ｇ
や
ダ
イ

ヤ
を
あ
し
ら
っ
た
新
作
は
、
今

シ
ー
ズ
ン
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に

調
和
す
る
清
々
し
い
も
の
。
昨

年
ま
で
は
金
が
主
力
だ
っ
た
宝

石
界
に
白
を
持
ち
こ
ん
だ
ミ
キ

モ
ト
の
意
欲
的
な
腿
示
会
で
し

た
。

カラフルなタウンハット

、

ポ
イ
ン
ト
に
使
い
、
素
材
も
軽

い
感
じ
を
与
え
る
も
の
が
新
傾

向
。
お
値
段
は
三
千
円
か
ら
三

万
八
千
円
ま
で
。
八
千
円
台
が

よ
く
売
れ
て
い
る
そ
う
。

「
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ッ
ト
を
か
ぶ

る
機
会
が
日
本
で
も
多
く
を

り
、
か
ぶ
る
習
慣
が
定
着
し
て

き
た
た
め
帽
子
の
需
要
は
増
え

そ
う
で
す
」
と
、
関
係
省
も
意

欲
的
で
、
↓
、
キ
シ
ン
フ
ァ
ン
は

多
い
。
こ
の
日
展
示
さ
れ
た
作

品
は
有
名
百
貨
店
、
ト
ァ
ロ
ー

ド
本
店
に
あ
り
ま
す
。

’
3９
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ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
け

こ
の
こ
と
を
手
が
か
り
と
し
て

た
し
た
ち
す
べ
て
が
桁
神
薄
弱
児

を
あ
た
た
か
く
包
む
雰
囲
気
を
広

と
同
時
に
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
か

え
の
な
い
生
命
に
つ
い
て
思
い
を

ら
せ
、
年
に
一
度
の
誕
生
日
を
有

に
し
よ
う
と
い
う
運
動
で
す
。

挺
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

神
戸
市
野
合
区
御
挙
通
八
の
丸
の

神
戸
国
際
会
館
一
階
（
郵
便
局
の

（
二
五
一
）
八
一
六
一
内
線
３
１

本
運
動
で
は
、
本
部
で
活
動
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
、
全
国
各
地
で
自
分
の

住
む
地
域
社
会
で
活
動
す
る
「
地
域
社

会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
、
約
五
百
名
登

録
し
て
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

の
生
き
方
を
考
え
、
自
分
自
身
が
人
間

的
に
豊
か
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
だ

ま
せ
ん
か
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、

き
わ
ぬ
て
人
間
的
で
日
粘
的
な
も
の
で

す
。
維
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

と
か
く
人
間
疎
外
に
お
ち
い
り
が
ち

な
現
代
社
会
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
主
体
的
に
動
く
こ
と
に
よ
っ
て
自
分

具
体
的
に
は
．
…
。
．

１４０

う各意動
機家識で

、
わ

（
者
）

げ
る

け
が

め
ぐ

意
義

会庭的す
をでに。

☆
花
柳
芳
五
三
郎
さ
ん

「
師
籍
釦
年
記
念
舞
踊
会
」
開
く

四
月
六
日
七
Ｈ
、
神
〆
国
際

会
館
大
ホ
ー
ル
で
、
花
柳
芳
五

三
郎
さ
ん
（
兵
庫
Ⅸ
福
原
町
拠

ノ
拠
舜
姉
四
六
一
一
一
六
）
が
、
師
籍

釦
年
を
迎
え
記
念
の
「
庇
三
郎

会
」
を
開
く
。
特
別
州
淡
花
柳
流

家
元
寿
輔
雨
五
世
花
柳
芳
次
郎

芳
松
、
楽
睦
師
ら
。
家
蝿
時
○
円
）

☆
第
一
回
井
植
文
化
賞
セ
カ
ン
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
柵
想
に
よ
☆
近
代
洋
服
発
祥
の
地
顕
彰
碑

受
賞
者
決
定
⑮
認
趣
鋤
地
区
進
麺
姪
榊
唖
副
唾
麺
鋸
鋤
が
東
遊
園
地
に

神
戸
新
聞
・
ラ
ジ
オ
関
西

三
洋
電
機
株
式
会
社
の
創
設
全
圃
に
先
が
け
て
哩
親
巡
助
の
キ
ャ
ン
近
代
洋
服
発
祥
の
地
と
し
て

者
で
あ
る
故
井
植
歳
男
氏
が
逝
砕
叩
ン
富
実
施
、
両
社
で
稲
極
曾
僅
由
緒
あ
る
神
戸
だ
が
、
明
治
２

華
蓋
邸
味
韮
準
争
乱
峰
降
恥
錘
⑳
鍔
》
醒
蟻
》
岬
鍛
維
な
準
祷
甲
峠
嘩
ン
癖
準
噸
郵
織
謡
迦
嘩
癖
職
蝿
弛

州
》
坪
》
州
》
梱
》
》
》
》
》
》
》
闇
一
一
一
》
》
稚
》
》
》
》
》
》
》
鍔
》
》
》
》
》
“

撫
識
燕
総
溌

一
一
十
一
Ｈ
、
井
植
記
念
館
（
境
－
プ
な
ど
が
参
加
し
た
。
三
月
店
し
た
の
が
神
戸
洋
服
の
発
祥 洋服発祥の地顕彰碑構想図

瞳
）
で
受
賞
式
が
行
わ
れ
た
。
十
六
Ⅱ
か
ら
十
日
間
、
ニ
ー
ス
だ
と
い
わ
れ
る
。
神
戸
洋
服
商

各
部
門
の
受
貧
者
に
は
正
の
カ
ー
ニ
バ
ル
は
大
変
な
に
ぎ
工
業
協
同
組
合
（
渡
辺
利
雄
理

賞
、
賞
状
、
ラ
イ
オ
ン
ブ
ロ
ン
わ
い
を
み
せ
る
が
、
パ
レ
ー
ド
市
長
）
で
は
、
洋
服
蒜
用
大
政

ズ
像
、
副
賞
と
し
て
賞
金
二
十
な
ど
に
加
わ
っ
た
日
本
か
ら
の
官
令
発
令
百
年
を
記
念
し
て
ｎ

万
円
が
脳
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
グ
ル
ー
プ
は
当
地
で
非
常
な
人
本
近
代
洋
服
発
祥
の
地
顕
彰
碑

て
い
る
。
を
来
遊
圃
地
に
建
立
す
る
計
血

気
を
集
め
た
。

●
溌
蕊
細
野
で
国
雨
鞭
蕊
め
方
確
嘩
腫
蝿
峠
昨
、
「
軒
荊
を
“
鯉
瀧
評
彫
刻
家
グ
ル

ざ
ま
し
い
活
姻
。

③
埜
奉
嘩
睡
銅
鋼
象
促
し
銅
鐸
殊
細
細
槌
・
ニ
ッ
タ
ル
ダ
」
二
、
四
十
人
－
プ
『
環
境
造
形
Ｑ
」
（
山
口

武
献
。

、
地
域
活
動
部
門
城
崎
熱
坪
高
鋤
鋤
崎
酔
僻
郡
瀞
榊
評
港
蓉
鋤
味
潅
捌
蝿
雌
畦
和
紬
筆
鋒
切
娠
鉦
郷
》

地
区
区
長

誕
生
日
あ
り
が
と
う
連
動
本
部

神
戸
市
葺
合
区
御
鞍
通
八
の
丸
の
一

神
戸
国
際
会
館
一
階
（
郵
便
局
の
前
）

（
二
五
一
）
八
一
六
一
内
線
３
１
６

Ｏ
自
由
で
自
発
的
な
活
動

○
癖
鋤
稚
砕
諦
榊
織
蝿
銅
唖
麺
雑
塗
筆

国
の
ポ
ラ
ン
テ
ポ
ア
と
の
交
流
、
古

切
手
の
収
築
な
ど
モ
ッ
ト
ー
は
「
細

く
長
く
」

○
現
在
の
登
鯨
者
は
中
間
校
生
、
大
学

生
、
勤
労
者
、
主
蝿
な
ど

○
も
ち
ろ
ん
入
退
は
自
由

Ｏ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
年
間
登
鈍
料
五
百
円

雄
唖
鋤
麺
唾
挙
罰
な
ど
峨
銃
料
と
毎

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
の
方
は
本
部
へ

★
砥
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
と
は

柵
神
薄
弱
問
題
の
啓
発
迎
励
で
す
。

誕
生
日
の
お
税
の
中
か
ら
意
識
的
に

百
脚
節
約
し
て
献
金
す
る
。
各
家
庭
で

こ
の
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会
を

も
つ
。この

こ
と
を
手
が
か
り
と
し
て
、
わ

た
し
た
ち
す
べ
て
が
梢
神
薄
弱
児
（
者
）

を
あ
た
た
か
く
包
む
雰
囲
気
を
広
げ
る

と
同
時
に
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
か
け
が

え
の
た
い
生
命
に
つ
い
て
思
い
を
め
ぐ

ら
せ
、
年
に
一
度
の
誕
生
日
を
有
意
義

に
し
よ
う
と
い
う
運
動
で
す
。

具
体
的
に
は

★
あ
な
た
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
は
や
す
べ

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
腰
よ
っ
て
企
画
、
沌

営
し
て
い
室
す
。

あ
な
た
も
、
あ
な
た
の
余
暇
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
け

ま
せ
ん
か
。
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
活
動
は
、

き
わ
め
て
人
間
的
で
日
常
的
厳
も
の
で

す
。
雄
で
も
自
由
胆
参
加
で
き
農
す
。

と
か
く
人
間
疎
外
に
お
ち
い
り
が
ち

左
現
代
社
会
で
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

啄
埜
誹
抽
誕
認
琴
迄
聖
韮
蝕
畢
娠
帽
剛

的
に
豊
か
に
成
長
し
て
い
き
童
す
。
だ

か
ら
簿
鍍
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
は
、
人
間

性
回
復
運
動
と
も
い
え
ま
す
。

本
運
動
で
は
、
本
部
で
活
動
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
、
全
国
各
地
で
自
分
の

住
む
地
域
社
会
で
活
動
す
る
『
地
域
社

会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
、
約
五
百
名
登

録
し
て
迦
勤
な
推
進
し
て
い
煮
す
。

誕
生
日

あ
り
が

運
動

と
う

鵬
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で
催
さ
れ
る
。

●
４
月
刈
日
（
土
）
午
後
１
時

Ｓ
Ｆ
作
家
筒
井
康
陸
さ
ん
サ
イ
ン
会

●
４
月
”
日
（
土
）
午
後
１
時

作
家
田
辺
聖
子
さ
ん
サ
イ
ン
会

●
４
月
犯
日
（
日
）
午
後
１
時

幼
児
教
育
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
専
門
家
に

よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
。
こ
れ
は
今
後

も
毎
月
第
四
日
唖
日
に
常
設
）

●
４
月
即
日
（
土
）
’
５
月
ｎ
日
（
土
）

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
必
読
書
大
展
示
即
売
会

●
５
月
１
日
（
水
）
Ｉ
胆
日
（
日
）

児
童
書
ま
つ
り
（
紙
越
居
、
チ
ピ
ッ
コ

プ
レ
ゼ
ン
ト
デ
ー
な
ど
楽
し
い
企
画
が

い
っ
ぱ
い
）

④
５
月
３
日
（
金
）

子
供
読
講
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
作
家
の
丸

川
栄
子
さ
ん
が
読
書
築
内
）

●
５
月
５
日
（
日
）
漫
画
家
丘
あ
っ
し

さ
ん
が
マ
ン
ガ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

、
５
月
哩
日
（
同
）
Ｉ
即
日
（
日
）

文
庫
ま
つ
り

☆
あ
な
た
も
創
作
活
動
を
／
・

文
化
都
市
づ
く
り
を
推
進
す

る
神
戸
市
が
、
市
民
の
文
芸
活

動
を
奨
励
し
発
表
の
場
を
設
け

る
た
め
、
神
戸
市
民
文
芸
集

「
と
も
づ
な
」
を
発
刊
し
た
。

こ
れ
は
昨
年
ま
で
の
「
勤
労

者
文
芸
集
」
を
発
展
さ
せ
、
ひ

ろ
く
一
般
市
民
を
対
象
に
作
品

募
集
を
し
た
も
の
で
、
詩
、
短

歌
、
俳
句
、
川
柳
、
小
説
、
随

筆
、
評
論
、
戯
曲
の
八
部
門
に

分
か
れ
て
い
る
。
創
刊
号
に
は

七
○
七
人
、
二
五
一
一
点
も
の

作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
厳
し
い
選

か
ら
選
び
ぬ
か
れ
た
優
秀
な
作

品
が
掲
城
さ
れ
て
い
る
。

第
二
号
の
作
姉
応
募
締
切
は

今
年
９
月
哩
日
。
市
内
に
居
住

ま
た
は
勤
務
就
学
す
る
人
は
誰

で
も
応
募
で
き
る
。
文
芸
集
と

合
わ
せ
て
市
民
美
術
展
も
行
な

わ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
神
戸

市
市
民
局
余
暇
開
発
課
ま
で
。

雪
三
三
一
’
八
一
八
一
・

ベ
ス
ト
に
裁
断
さ
れ
た
形
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
も
の
で
、
本
体

の
長
さ
３
獅
、
幅
３
通
袖
が

２
，
７
塊
高
さ
如
伽
、
「
洋

服
組
合
の
皆
様
の
神
戸
洋
服
の

伝
統
と
技
術
に
対
す
る
愛
情
と

誇
り
と
を
表
現
」
す
る
も
の
。

秋
に
は
完
成
の
予
定
。

☆
第
二
回
金
山
平
三
賞
を

石
阪
春
生
さ
ん
が
受
賞

昨
年
か
ら
県
立
近
代
美
術
館

が
制
定
し
た
金
山
平
三
賞
は
、

兵
庫
県
美
術
祭
に
招
待
さ
れ
た

洋
画
家
の
中
か
ら
一
人
選
ば
れ

る
も
の
で
、
県
下
の
美
術
賞
の

巾
で
は
最
高
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
昨
年
の
受
賞
者
松
本
宏
さ

ん
に
続
い
て
今
年
は
石
阪
群
生

さ
ん
が
選
ば
れ
た
。

受
賞
の
「
女
の
い
る
風
景
」

は
女
の
横
顔
を
軸
に
衣
装
、
草

石
な
ど
を
ア
ラ
ベ
ス
ク
風
に
描

い
た
作
品
で
、
淡
い
繊
細
な
タ

ッ
チ
が
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
た

た
え
て
い
る
。

石
阪
さ
ん
は
関
西
学
院
大
学

経
済
学
部
卒
。
一
九
六
七
年
に

新
制
作
会
員
に
た
り
、
椋
年
佃

展
を
開
き
、
細
く
薄
い
独
特
な

油
絵
技
法
は
洋
画
壇
の
な
か
で

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

☆
筒
井
康
隆
さ
ん
奮
闘
馬
出
版

Ｓ
Ｆ
大
会
も
来
年
神
戸
で

神
戸
在
住
の
Ｓ
Ｆ
作
家
で
、

最
近
大
変
人
気
の
あ
る
筒
井
康

隆
さ
ん
。
そ
の
一
人
十
人
全
集

と
銘
う
た
れ
た
「
暗
黒
世
界
の

オ
デ
ッ
セ
イ
」
が
出
版
さ
れ
、

こ
れ
ま
た
話
題
集
中
と
か
。

正
気
と
狂
気
の
間
、
ヒ
ス
テ

リ
ー
大
行
進
と
乱
洲
人
間
大
研

究
。
父
嘉
隆
さ
ん
、
淀
川
長
治

さ
ん
、
山
下
洋
輔
さ
ん
と
の
対

談
。
本
誌
神
戸
っ
子
に
掲
栽
さ

れ
て
い
た
Ｍ
Ｙ
・
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
な

ど
筒
井
さ
ん
の
巾
の
広
い
魅
力

実
力
が
満
救
さ
れ
楽
し
い
。
そ

れ
に
オ
モ
シ
ロ
オ
ソ
ロ
シ
イ
漫

画
が
す
ご
い
／
、

ま
た
来
年
の
Ｓ
Ｆ
大
会
は
神

戸
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
ぼ

決
定
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
筒
井

さ
ん
や
神
戸
の
若
い
Ｓ
Ｆ
フ
ァ

ン
が
中
心
に
な
っ
て
運
動
を
進

め
て
い
る
も
の
で
、
Ｓ
Ｆ
作
家

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
、
Ｓ
Ｆ
映
画
、
Ｓ
Ｆ
芝
居

な
ど
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
で
八
月

に
堂
々
二
、
間
行
な
わ
れ
る
予

定
と
い
う
。

☆
海
文
堂
書
店
の
増
築
店
舗
が

即
日
オ
ー
プ
ン
ノ
．

元
町
３
丁
Ⅱ
に
あ
る
海
文
堂

書
店
が
、
本
店
に
隣
接
し
て
文

庫
、
雑
誌
、
レ
ジ
ャ
ー
の
総
合

店
を
増
築
中
で
、
４
月
即
日

（
土
）
に
完
成
予
定
。
従
来
の

専
門
書
店
の
海
文
堂
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
一
新
し
た
若
さ
添
れ

る
新
し
い
海
文
堂
が
誕
生
す

る
。
そ
れ
を
記
念
し
て
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
ー
ル
が
左
記
の
予
定

山, - , 美力河★グ佐★永神☆－，★上新ギ神☆’７４古ピ春☆横小和元☆近現中１８☆南☆季★小☆
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筒井さん大奮闘。
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ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
「
竹
村
、
ま
こ
と
ブ
く
可
〆
・
Ｊ
４
‐
ｖ
〃
‐
に
側
プ
ｉ
剥
し
て
ｔ
Ｚ

あ
ら
か
る
と
展
」
を
開
い
た
。
い
こ
と
も
大
切
じ
ゃ
な
い
か
と

展
示
さ
れ
た
の
は
文
楽
人
形
思
い
、
楽
し
い
遊
び
の
個
展
を

の
頭
、
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
の
ピ
エ
や
っ
て
み
た
か
っ
た
」
そ
う
だ

ロ
、
紙
人
形
の
腫
法
使
い
、
．
が
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
ユ

ブ
タ
の
指
人
形
左
ど
の
人
形
や
ニ
ー
ク
な
個
展
で
あ
っ
た
。

書
、
生
け
花
、
ク
レ
ヨ
ン
画
、
★
プ
レ
ゼ
ン
ト
当
選
者
発
表

二
月
号
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ア
イ
の

墨
絵
、
写
真
と
圭
胃
を
合
わ
せ
た
華
い
棒
引
は
次
の
三
名
様
が
当
選
さ
れ

恥
函
確
華
確
認
郭
識
排
銅
脆
働
》
鋤
》
榊
榊
識
群
癖
森
様

ナ
ダ
よ
り
ポ
ニ
ー
帥
頭
を
、
一
☆
竹
村
ま
こ
と
あ
ら
か
る
と
展
は
び
っ
く
り
ノ
．

雑
娠
俳
川
狩
卿
誕
短
雌
緬
。
一
癖
い
錐
瞭
榊
蓉
罰
壁
季
確
椎
北
左
ち
や
癌
“
電
蛙
蓬
求
理
癖
睦
暗

さ
‐
Ｕ
で
、
鳴
り
反
毛
、
一
ま
い
１
３
１
胸
フ
９
１
ｔ
ど
こ
３
Ｊ
と
い
う
竹
村
さ
ん
は
「
日
の
月

☆
チ
ビ
ッ
子
乗
馬
で
に
、
チ
ビ
ッ
子
（
小
学
校
ｌ
中

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
め
ざ
せ
／
，
学
生
迄
）
た
ち
の
た
め
の
有
馬

日
本
の
乗
馬
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ポ
ー
ー
ー
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
て
４

ク
で
い
い
成
績
を
あ
げ
ら
れ
な
月
で
１
周
年
を
迎
え
る
。
子
供

い
の
は
、
子
供
の
頃
か
ら
の
訓
た
ち
は
乗
馬
だ
け
で
な
く
、
世

練
が
な
い
か
ら
だ
と
ハ
ッ
パ
を
話
も
教
わ
り
馬
と
仲
良
し
の
生

か
け
ら
れ
て
、
日
本
ポ
ー
ー
－
Ｋ
活
を
、
日
曜
日
ご
と
に
行
っ
て

Ｋ
（
神
戸
市
兵
庫
区
有
馬
町
射
い
る
。
現
在
会
員
は
別
名
。

場
山
一
七
円
○
’
三
）
が
、
力
（
雪
弛
・
三
○
四
四
）

さ
ん
で
、
馬
の
販
売
の
ほ
か
月
過
日
か
ら
四
日
ま
で
Ｋ
Ｃ
Ｃ
と
Ｖ
ぅ
〃
ｋ
小
‐
全
ｃ
７
八
ｋ
Ｆ
仮
α
ｒ
に

驚
製
蕊
譲
蔦
譲
謹
…
畿
鶏
頚
鵜
繊
溌
驚
蕊
鷺
蕊
鴬
鴬
。
聯
一
一
ヤ
ラ
ー
Ｉ
寺
一
「
峠
Ｊ
寸
ｆ
・
ラ
ー
を
み
な
い
作
品
を
埋
没
さ
せ
た

☆
井
植
文
化
賞
の
設
定
た
。
文
化
賞
は
五
つ
の
部
門
文
化
不
毛
の
地
な
ど
と
呼
ば

「
私
は
ゼ
ロ
か
ら
出
発
し
に
分
か
れ
て
い
る
。
文
化
芸
れ
て
い
た
神
戸
で
あ
る
。

た
人
間
な
の
だ
か
ら
私
財
の
術
部
門
、
社
会
福
祉
部
門
、
雅
者
な
ど
は
、
文
化
が
ど

一
部
は
社
会
に
還
元
し
て
お
地
域
活
動
部
門
、
報
道
部
門
し
ど
し
マ
ス
コ
ミ
に
と
り
あ

役
に
た
て
て
欲
し
い
」
と
い
そ
れ
に
科
学
技
術
部
門
で
あ
げ
ら
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た

う
の
は
三
洋
電
機
の
創
設
者
る
。
ち
の
労
苦
が
Ⅱ
の
Ⅱ
を
み
る

故
井
植
歳
男
が
逝
去
の
と
き
ほ
ん
と
う
に
ユ
ニ
ー
ク
な
の
だ
か
ら
文
化
賞
は
ど
ん
な

の
願
い
で
あ
り
、
そ
の
言
葉
部
門
の
設
定
で
あ
る
。
と
く
に
多
く
て
も
過
ぎ
る
こ
と
は

ど
お
り
、
時
価
十
億
円
と
い
に
受
賞
の
対
象
者
が
兵
庫
県
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

う
三
洋
電
機
の
株
が
社
会
に
下
に
し
ぼ
ら
れ
て
い
る
の
だ
（
Ｙ
）

計時花

ポツクリ､ ポツクリ｡ お馬に乗って。か郎調一力

竹村さんの多才ぶりにびっくり／

団
法
人
井
植
記
念
会
と
し
て
だ
ろ
う
。

活
動
し
て
い
る
が
、
こ
の
記
文
化
賞
が
多
過
ぎ
る
の
で

念
会
で
今
年
度
か
ら
文
化
賞
は
た
い
か
と
い
う
意
見
が
た

が
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
い
で
は
な
い
。
し
か
し
元
来
、

需
贈
さ
れ
た
。
か
ら
一
層
き
め
細
か
い
選
考

こ
れ
は
、
昭
和
四
十
四
年
に
た
り
地
域
社
会
に
大
き
な

の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
財
貢
献
を
果
す
こ
と
が
で
き
る

１
４２

【
○
国
国
局
○
の
目

★
脳
窪
の
西
村
功
氏
は
や
一
一
一
月
二
・
一
‐
六

日
神
戸
を
発
っ
て
、
パ
リ
に
旅
立
た
れ

蓑
し
た
。
奥
さ
ん
と
お
殿
さ
ん
も
ご
一

緒
で
、
一
年
Ｉ
？
年
の
滞
在
と
の
こ
と
。

★
画
蝋
の
中
西
勝
氏
の
個
促
が
大
丸
四

階
美
術
画
廊
壱
四
月
十
一
日
’
十
六
日

藍
で
開
か
れ
て
い
蚤
す
。
ま
た
、
新
居

が
三
月
一
杯
で
や
っ
と
完
成
。
も
ら
い

風
呂
か
ら
よ
う
ｋ
う
脱
却
。

★
新
制
作
の
石
阪
春
生
氏
の
大
阪
フ
ォ

ル
ム
画
廊
で
の
個
展
が
延
期
さ
れ
、
４

月
１
日
よ
り
岨
日
迄
胴
か
れ
て
い
ま

す
。★

５
月
Ｍ
Ｈ
Ｉ
鯛
旧
京
都
ギ
ャ
ラ
リ
ー

躯
で
植
松
杢
二
さ
ん
が
個
展
を
開
き
ま

す
。
秋
に
は
ヘ
ル
シ
ン
キ
の
ギ
ャ
ラ
リ

ー
、
チ
ー
プ
・
ス
リ
ル
で
個
展
左
開
く

予
進
。

★
詩
人
の
竹
中
郁
氏
の
キ
ミ
夫
人
が
亡

く
な
ら
れ
、
満
山
陰
志
と
し
て
、
故
人

が
多
年
関
心
老
苛
を
て
い
た
小
野
勤
子

女
史
経
営
の
社
会
：
法
人
レ
バ
ノ
ン

ホ
．
ム
（
淡
木
巾
安
戚
）
並
に
滞
愛
脳

ホ
ー
ム
（
高
凱
市
上
土
室
）
双
方
の
専

業
基
企
に
肴
資
な
寄
附
さ
れ
た
と
ご
あ

い
さ
つ
の
お
便
り
が
あ
り
ま
し
た
。
ご

其
荊
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

★
背
鎮
の
望
月
美
佐
さ
ん
が
、
三
月
一
や

Ｈ
ニ
ー
ス
の
カ
ー
ー
ー
パ
ル
よ
り
無
邪
帰

燭
。
ど
の
ほ
盤
原
義
社
で
は
、
新
ス
タ

ッ
フ
に
田
谷
美
江
子
、
新
垣
間
子
、
内

野
睦
子
、
小
谷
洋
子
、
森
信
子
、
お
よ

び
コ
ピ
・
‐
デ
ザ
イ
ン
担
当
に
藤
原
明
子

さ
ん
ら
が
加
わ
り
再
発
足
。
四
月
に
は

東
京
概
見
属
幼
児
開
発
協
会
響
道
教
室

悲
開
講
、
五
月
二
，
ｒ
六
・
七
日
脇
、
関

西
本
部
脳
炎
社
展
を
神
戸
文
化
ホ
ル

３
階
で
、
望
月
美
佐
リ
サ
イ
タ
ル
を
同

●
儲
．
ホ
ー
ル
を
同
時
開
催
さ
れ
る
と
か
。

★
４
Ｈ
躯
淵
ｌ
皿
間
『
村
上
湖
雲
群
作

展
Ｌ
京
都
・
側
条
河
皿
・
祈
説
の
・
ジ

ー
ホ
ｉ
ス
Ｌ
画
廊
の
オ
ー
プ
ン
記
念
の

催
し
が
あ
り
勺
伊
丹
三
樹
彦
、
平
松
治

子
さ
ん
ら
の
俳
句
・
そ
の
他
釦
点
が
飾

ら
れ
ま
す
。
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1４３

諸国民芸品

大阪

卸・小売
民芸店開設相談
催事企画

本店〒5 4 5 大阪市阿倍野区阪南町5 丁目1 6 - 9
（地下鉄西田辺駅二筋西入スグ）

ＴＥＬＯ６( 6 2 1 )’６２１．（6 2 3 )７８９２
心斎橋店ＴＥＬＯ６( 2 4 5 ) ' 3 1 2 ( ＰＡＲＣＯ５Ｆ）
中百舌烏店ＴＥＬＯ７２２( 5 9 ) 3 8 1 1 (ダイエー中百舌鳥店2Ｆ）
京都店ＴＥＬＯ７５( 2 3 1 ) 2 9 1 0 ( 三条木屋町西北角）

福祉時代の幕開けです
待望の

親しみやすい
福祉を考える木です

ＷｅｌｆａｒｅＩｎｓｔｉｔｕｔｉｏｎｓｉｎｔｈｅＷｏｒｌｄ

世界の編祉施設
欧米の心身障害者を訪ねて

橋本明著
定価１，０００円

＊福祉とは左にだろう…･ ･ ･ そんな
疑問に、福祉は専門家だけが考える
問題ではをい･ 市民の日常の中で考
えようと語りかける……
賢重な福祉の道しるべになる好群

お申込みは
神戸市生田区東町1 1 3 の1 大神ビル8 Ｆ（有) 月刊神戸つ子
大阪市北区梅ケ枝町8 0 梅新東ビル7 Ｆ（株) オール関西
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S ＰＲＩＮＧＫＯＢＥＳＨＯＰＰＩＮＧ

１１: o 0 A I v l ～９:３ＯＰＭ
第三水B 認日
(0 7 8 ) 3 9 1 - 5 3 1 9

‐

お
す
″
レ

イ
ん
ぶ
ら鮪”又手

さんちか味ののれん街

学
涌

本
店
大
丸
前
・
三
宮
神
社
東

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
知
）
顕
師
両
池
１
４

（
毎
週
水
曜
日
休
み
）

支
店
さ
ん
ち
か
味
の
の
れ
ん
街

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
知
）
５
２
３
３

（
第
３
水
曜
日
休
み
）

1４４

営業時間
A､Ｍ､11.30～Ｐ.Ｍ､9.00

神戸三宮生田ノ社ノ西電話( 3 3 1 ) ０９３５

営業時間
定休日

垂

で
ん
わ
。
剛
’
三
七
七
一

弧
’
○
六
三
四

皿
１
人
〕
六
三
五

や
っ
ぱ
り
う
ま
い

む
さ
し
の
と
ん
か
つ

☆ちゃん二鍋でモリモリカを

☆とにかくｉ宝慮はせずに

ダイナミックに食べようノ

ﾑ茎
夢
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麓鍵蕊蕊蕊騨蕊霧

額 三恵洋服店

議聯篭鰯耀

くつ甲美術品とアクセサリーの専門店

太田龍甲店
元町１丁目ＴＥＬ( 3 3 1 ) 6 1 9 5

S ＰＲＩＮＧＫＯＢＥＳＨＯＰＰＩＮＧ

三宮・大丸北
トア・ロード
3 3 1 - 1 3 0 9 . 6 2 4 3

ハイセンスの紳士服で最高のおしゃれを／

末績製

鱗
…

1４５

元町４丁日ＴＥＩ』( 3 4 1 ) 7 2 9 0

額橡絵画・洋画材料
室内工芸品

;鍵
融剖

蕊驚蕊蕊§鍵灘蕊

高級紳士服専門店

神戸テーラー

さんちかメンズタ
生田区北長狭通2 （

ウンＴＥＬ( 3 9 1 ) 0 3 8 8
阪急西口)ＴＥＬ( 3 3 1 ) 2 8 1 7 . 3 1 7 3

；
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■■■■■■ 諺'戸鶴一

おいしき力毒
口いつぱいに
ひろ力ざる・・・…

本場の味

又鱗
唾＝宮センター街柳筋店
ＴＥＬ3 2 1 - 3 4 4 6 . 3 3 1 - 0 5 7 2

画新開地店
ＴＥＬ５７６－１１９１

国平野店（平野市場内）
ＴＥＬ3 6 1 - 0 8 2 1

■三宮センター街サンプラザピルＢ，
ＴＥＬ3 9 1 - 3 7 9 3

蒲

1４６
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亀
惣
酬

連
載
小
説

ﾍ、

あ
ら
す
じ
昭
和
四
十
五
年
秋
１
．
毎
朝
新
聞
神
戸
支
局
の
戸
波
峻
記
者
は
、

地
元
の
大
手
企
業
兵
庫
製
鉄
の
公
害
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
加
わ
る
よ
う
石
津
支
局
長
に

命
じ
ら
れ
た
。
新
川
の
む
な
し
さ
を
知
り
仕
耶
に
意
欲
を
失
っ
て
い
た
戸
波
は
、
こ

れ
を
断
っ
て
バ
ー
の
女
ユ
カ
と
の
悩
蛎
に
溺
れ
て
ゆ
く
。
だ
が
、
あ
る
帆
、
ユ
ヵ
の

洗
湘
も
の
一
而
に
付
蒲
し
て
い
る
工
塊
の
ぱ
い
じ
ん
を
見
た
戸
波
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

参
加
の
決
心
を
す
る
。

七
人
の
記
者
を
中
心
に
取
材
ス
タ
ー
ト
。
支
蝿
長
ら
は
和
久
井
社
長
に
も
会
見
を

求
め
る
。
一
夜
、
か
つ
て
偶
然
知
り
あ
っ
た
兵
脈
製
鉄
秘
普
課
の
細
川
亜
紀
子
に
誘

わ
れ
た
戸
波
は
、
同
社
の
花
房
総
務
部
長
に
紹
介
さ
れ
る
。
砿
紀
子
は
そ
の
夜
、
須

磨
海
岸
ま
で
戸
波
を
連
れ
出
し
、
社
長
が
議
論
の
す
え
条
件
つ
き
で
会
見
に
応
じ
る

こ
と
に
し
た
、
と
打
ち
明
け
る
。

葉
月
一
郎

え
・
小
西
保
文免

〈
７
〉
あ
る
衝
動

予
想
皿
り
、
と
い
え
ば
、
ま
さ
に
そ
の
辿
り
で
あ
る
。

社
長
会
見
に
は
応
じ
る
。
む
し
ろ
逆
手
を
と
っ
て
、
こ
の
機
会

に
大
い
に
会
社
の
Ｐ
Ｒ
を
や
る
。
同
時
に
裏
側
か
ら
、
毎
朝
新
聞

の
企
Ⅲ
そ
の
も
の
を
つ
ぶ
す
よ
う
伽
き
か
け
て
ゆ
く
。

つ
ま
り
公
幣
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
す
り
か
え
て
企
業
の
宣
伝
に
利

川
し
、
あ
と
は
〃
た
し
崩
し
″
に
消
し
て
ゆ
こ
う
と
い
う
ハ
ラ
な

の
だ
。

（
く
そ
っ
、
負
け
て
た
る
も
の
か
）

戸
波
は
、
怪
く
唇
を
か
ん
だ
。

真
近
に
、
大
胆
な
ポ
ー
ズ
で
横
た
わ
っ
て
い
る
服
紀
子
を
、
ま

る
で
仇
敵
の
ワ
ラ
人
形
で
も
兇
る
眼
付
き
で
眺
め
た
。

海
が
凪
い
で
き
た
。
い
つ
の
間
に
か
波
が
オ
ク
タ
ー
ブ
を
下
げ

て
い
る
。

ふ
と
、
疑
問
が
わ
い
た
。

「
芯
は
、
な
ぜ
、
そ
ん
な
会
社
内
部
の
裏
話
を
、
お
れ
に
し
ゃ
べ

る
気
に
た
つ
た
ん
や
」

「
：
・
・
・
。
：
。
。
。
。
」

答
え
は
、
な
か
っ
た
。

だ
が
、
そ
の
視
線
は
キ
ラ
キ
ラ
と
き
ら
め
き
な
が
ら
戸
波
の
脆

の
典
を
と
ら
え
て
離
さ
な
い
。

「
蒋
は
、
会
社
を
裏
切
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
ん
だ
よ
。
ど
う
し

て
、
そ
ん
な
・
・
・
」

さ
え
ぎ
る
よ
う
に
、
亜
紀
子
の
両
腕
が
伸
び
て
き
た
。
そ
れ
は

戸
波
の
首
を
ゆ
っ
く
り
と
、
そ
し
て
固
く
抱
え
た
。

眼
が
、
閉
じ
ら
れ
た
。
唇
が
、
か
す
か
に
開
い
た
。
腕
に
、
力
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何
度
も
繰
返
す
。

波
の
旋
律
だ
け
が
、
耳
に
届
い
た
。

頬
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
い
た
亜
紀
子
の
熱
い
吐
息
が
、
流
れ
落

ち
て
ゆ
く
。
そ
し
て
、
戸
波
自
身
の
欲
情
も
、
叫
び
を
上
げ
た
が

は

ら
剥
が
れ
落
ち
た
。

あ
の
く
ち
づ
け
が
衝
動
な
ら
、
不
意
に
そ
れ
を
や
め
た
の
も
衝

動
に
過
ぎ
ぬ
、
と
戸
波
は
思
う
。

あ
り
き
た
り
の
倫
理
感
な
ん
か
、
も
と
も
と
、
な
い
。
職
業
意

識
が
そ
う
さ
せ
た
、
と
も
思
え
な
い
。

し
い
て
い
え
ば
、
も
う
し
ば
ら
く
、
距
離
を
お
い
て
亜
紀
子
を

眺
め
て
い
た
方
が
い
い
、
と
突
差
の
判
断
が
働
い
た
、
と
い
う
こ

と
か
。亜

紀
子
は
、
も
と
の
位
置
に
、
そ
の
ま
ま
の
ポ
ー
ズ
で
横
た
わ

っ
て
い
た
。
戸
波
の
首
に
か
ら
ん
で
い
た
両
腕
は
、
砂
に
投
げ
出

さ
れ
て
い
た
が
…
。

ワ
ン
ピ
ー
ス
の
す
そ
は
、
ひ
ど
く
乱
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
ま
る

で
失
神
し
た
よ
う
に
、
眼
も
閉
じ
て
い
る
。
も
し
人
が
通
り
あ
わ

せ
た
ら
、
暴
行
さ
れ
た
変
死
体
と
カ
ン
違
い
す
る
の
で
は
な
い
か
。

足
を
と
め
た
。
じ
っ
と
見
お
ろ
す
。

気
配
に
気
づ
い
た
の
か
、
う
っ
す
ら
と
亜
紀
子
が
眼
を
開
い
た
。

表
怖
は
、
動
か
な
い
。

櫛
か
に
起
き
上
が
る
。

「
も
う
何
時
か
し
ら
」

そ
ん
な
つ
ぶ
や
き
を
洩
ら
し
て
、
歩
き
は
じ
め
た
。

（
こ
の
女
は
、
な
に
を
考
え
て
い
る
の
か
）

あ
と
に
従
い
な
が
ら
、
筒
を
ひ
ね
る
。

か
ま
わ
ず
に
国
道
へ
出
る
と
、
亜
紀
子
は
タ
ク
シ
ー
を
と
め
た
。

さ
っ
さ
と
乗
り
こ
む
。
ド
ア
が
戸
波
の
鼻
先
で
勢
よ
く
閉
ま
っ
た
。

「
お
や
す
み
な
さ
い
」

何
禰
も
な
か
っ
た
よ
う
な
経
や
か
な
声
。
都
会
の
に
お
い
そ
の

も
の
の
排
気
ガ
ス
。
そ
の
二
つ
が
亜
な
り
あ
っ
て
戸
波
の
上
を
通

り
す
ぎ
た
。

笑
顔
だ
っ
た
か
、
硬
い
表
情
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
は
定
か
で
は

ま
華
た

な
い
。
ガ
ラ
ス
越
し
の
頬
の
白
さ
だ
け
が
、
隙
の
奥
に
残
っ
た
。

１
４８

１

が
こ
も
っ
た
。

規
則
正
し
い
波
の
音
が
、
ま
た
少
し
ず
つ
高
ま
っ
て
き
た
よ
う

に
も
思
え
る
。
あ
る
い
は
ま
わ
り
が
静
か
す
ぎ
る
せ
い
な
の
か

０
月
あ
か
り
を
戸
波
の
上
半
身
が
さ
え
ぎ
り
、
亜
紀
子
の
頬
は
白

さ
を
失
っ
て
い
た
。
灰
色
の
砂
に
そ
の
ま
ま
捲
け
こ
み
そ
う
な
暗

さ
で
あ
る
。
そ
の
、
に
ぶ
い
闇
が
、
戸
波
の
理
性
を
消
し
た
。

か
す
か
に
、
唇
と
唇
が
触
れ
た
。
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
香
水

の
に
お
い
が
、
鼻
を
く
す
ぐ
る
。

亜
紀
子
の
腕
に
、
ひ
と
き
わ
力
が
こ
も
っ
た
。

唇
が
、
亜
な
る
。

静
か
に
、
そ
し
て
次
第
に
荒
々
し
く
、
く
ち
づ
け
が
続
く
。

濁
っ
た
意
識
の
底
で
、
戸
波
の
舌
は
女
の
真
意
を
さ
ぐ
り
求
め

る
よ
う
に
這
っ
た
。

組
織
を
あ
げ
て
、
あ
な
た
た
ち
を
切
り
崩
し
ま
す
、
と
女
は
い

っ
た
。
そ
の
宣
戦
布
告
と
全
く
同
時
に
、
女
は
組
織
を
裏
切
る
こ

と
ば
を
吐
き
、
戸
波
を
求
め
た
。

こ
れ
は
、
何
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

愛
情
、
と
は
思
え
な
い
。
ワ
ナ
、
に
し
て
は
女
自
体
、
多
く
を

失
い
す
ぎ
て
い
る
。

丁
パ
ン
チ
ユ
ー
ル

単
な
る
衝
動
で
あ
り
、
も
の
の
は
ず
み
の
厨
険
と
片
付
け
る
に

し
て
は
、
二
人
の
立
場
の
持
つ
意
味
が
深
す
ぎ
る
よ
う
で
も
あ
る
。

そ
れ
に
も
ま
し
て
、
戸
波
自
身
の
行
為
は
、
何
な
の
か
。

愛
で
は
な
い
。
好
奇
心
と
も
い
え
ぬ
。
酔
っ
て
も
い
な
い
。

「
据
え
膳
く
わ
ぬ
は
男
の
恥
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
。
そ
れ
に

当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

ふ
と
、
ど
こ
か
ら
か
声
が
し
た
。

「
黙
っ
て
た
ら
、
世
の
中
、
ち
っ
と
も
よ
く
た
ら
へ
ん
の
や
わ
」

そ
れ
は
、
ユ
カ
の
つ
ぶ
や
き
に
似
て
い
た
。
そ
し
て
、
幻
聴
の

よ
う
に
、
瞬
時
に
消
え
た
。

は
じ
か
れ
た
よ
う
に
、
戸
波
は
立
上
が
っ
て
い
た
。
砂
を
蹴
っ

て
、
波
打
際
へ
走
っ
た
。
靴
の
ま
ま
、
ぬ
れ
る
に
ま
か
せ
て
水
に

入
っ
た
。

く
る鋤

い
海
水
を
掌
に
す
く
い
上
げ
る
。
顔
を
ゴ
シ
ゴ
シ
と
洗
う
。
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「
こ
り
や
、
ひ
ど
い
で
す
ね
え
」

軽
く
肯
く
と
、
金
原
は
松
岡
と
、
そ
の
隣
り
の
戸
波
に
等
分
に

眼
を
や
っ
た
。

「
も
う
、
慣
れ
た
け
ど
ね
」

立
上
が
っ
た
金
原
は
、
玄
関
口
へ
近
寄
り
、
戸
外
を
み
つ
め
た
。

兵
庫
製
鉄
の
工
場
は
、
歩
い
て
五
、
六
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。

あ
ま
り
近
す
ぎ
て
、
例
の
巨
大
な
煙
突
群
が
目
に
と
ま
ら
な
い
ほ

ど
の
距
離
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
工
場
か
ら
の
降
下
ぱ
い
じ
ん
、
派
硫
酸
ガ
ス
、

騒
音
…
…
と
、
こ
の
地
域
は
被
害
を
ま
と
も
に
受
け
て
い
る
。

「
車
の
屋
根
に
こ
び
り
つ
い
た
赤
い
鉄
粉
が
取
れ
な
い
。
鉄
粉
は

兵
庫
製
鉄
の
煙
突
が
吐
き
出
し
た
も
の
だ
か
ら
、
会
社
は
洗
車
代

と
し
て
八
百
円
を
支
払
え
」

地
元
の
畳
屋
に
す
ぎ
な
い
金
原
祐
介
が
、
こ
う
い
っ
て
兵
庫
製

鉄
へ
ね
じ
こ
ん
だ
、
と
い
う
話
を
聞
込
ん
だ
の
は
松
岡
記
者
で
あ

コ
ー
ク
ス
を
満
栽
し
た
ト
ラ
ッ
ク
が
、
砂
け
む
り
を
巻
き
上
げ

て
走
り
過
ぎ
る
。
距
離
を
置
か
ず
に
、
三
台
、
側
台
…
。

白
兵
戦
が
終
っ
た
直
後
の
原
野
の
よ
う
に
、
表
通
り
は
し
ば
ら

く
砂
け
む
り
に
占
領
さ
れ
た
。

Ⅲ
ん
ぽ
逆
に
舞
い
上
が
る
そ
れ
と
は
、
明
ら
か
に
違
う
。
赤
茶

け
て
、
ね
ば
っ
こ
い
。
ノ
ド
を
刺
す
よ
う
な
、
い
が
ら
っ
ぽ
い
に

お
い
も
し
た
。

そ
の
砂
ぼ
こ
り
が
落
ち
つ
く
間
、
金
原
祐
介
は
口
を
閉
ざ
し
て

い
た
。
し
ゃ
べ
っ
た
ら
、
雌
数
の
雑
菌
が
口
か
ら
入
っ
て
く
る
。

だ
か
ら
、
沈
黙
す
る
の
だ
と
い
う
よ
う
な
、
か
た
く
な
な
意
志
が

胴
の
間
に
み
え
た
。

ど
こ
か

き
こ
む
。

気
ノ
」

宝
○
．会

社
の

忌
め
の
ト
ラ
ッ
ク
、

壁
は
厚
い
。
二
度
、
三
度
と
交
渉
を
重
ね
て
も
、
ラ
チ

迎
合
す
る
よ
う
な
口
調
で
、
松
岡
記
者
が
金
原
製
笹
の
ぞ

兵
庫
製
鉄
の
工
場
か
ら
出
て
き
た
ん
で
し
よ

が
、
あ
か
．
な
い
。

「
な
る
ほ
ど
鉄
粉
は
、
う
ち
の
も
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
れ

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
洗
車
代
を
お
払
い
す
る
と
い
う
の
は
、
ど
う

も
…
」一

度
払
え
ば
、
際
限
が
な
い
・
金
原
ひ
と
り
で
お
さ
ま
ら
な
い
。

洗
車
だ
け
で
な
く
、
洗
濯
代
か
ら
医
者
代
ま
で
、
要
求
の
ひ
ろ
が

る
の
は
目
に
み
え
て
い
る
。
ｌ
こ
れ
が
振
否
の
蝿
由
で
あ
ろ
う
．

あ
ら
た
め
て
、
二
人
の
新
聞
記
者
の
訪
問
を
受
け
た
金
腺
は
、

ｎ
数
が
意
外
に
少
な
か
っ
た
。

「
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
、
解
決
の
メ
ド
は
立
た
ん
の
で
は
な
い
で
す
か
」

金
原
は
、
松
岡
記
者
に
ゆ
っ
く
り
と
視
線
を
移
し
、
も
う
一
度

戸
外
・
へ
日
を
向
け
た
。

「
あ
し
た
、
市
役
所
へ
シ
リ
を
持
ち
こ
む
こ
と
に
し
た
よ
」

「
え
？
市
役
所
…
」

「
そ
う
。
和
解
仲
介
申
請
っ
て
奴
で
ね
。
こ
ん
ど
の
公
害
防
止
協

定
に
、
そ
の
条
項
が
あ
る
ん
や
」

た
だ
の
畳
屋
で
は
な
い
な
、
と
戸
波
は
受
け
と
め
る
。
お
そ
ら

く
、
民
商
組
織
に
加
わ
っ
て
い
る
に
違
い
た
い
。

民
商
ｌ
民
主
商
工
会
．
共
産
党
の
楕
導
で
総
成
さ
れ
、
商
店

主
を
中
心
に
、
反
税
闘
争
な
ど
で
こ
の
と
こ
ろ
組
織
を
ふ
く
ら
ま

し
て
き
て
い
る
団
体
と
い
わ
れ
て
い
る
。

戸
波
の
思
惑
を
よ
そ
に
、
金
原
は
は
じ
め
て
微
笑
を
み
せ
た
。

意
外
に
人
な
つ
こ
い
笑
顔
だ
。

「
私
ら
、
住
民
は
ね
、
い
ま
ま
で
兵
庫
製
鉄
に
迷
惑
か
け
．
た
こ
と

な
い
よ
。
そ
や
の
に
、
な
ん
で
こ
ん
な
に
私
ら
が
公
害
を
モ
ロ
に

か
ぶ
ら
に
ゃ
い
か
ん
の
や
。
こ
ん
な
と
き
こ
そ
、
一
人
ず
つ
が
、

い
る
ん
、
遼
形
で
、
声
を
あ
〆
げ
て
い
こ
う
。
そ
れ
し
か
な
い
、
い
う

と
る
ん
や
」

ユ
カ
の
い
っ
た
こ
と
ば
と
、
こ
れ
は
同
じ
で
は
．
な
い
か
。
（
黙

っ
て
た
ら
、
．
ち
っ
と
も
よ
く
、
な
ら
へ
ん
わ
）

ま
だ
確
か
で
は
な
い
が
、
少
し
ず
つ
、
目
に
み
え
ぬ
と
こ
ろ
か

ら
芽
が
頭
を
も
た
げ
て
き
て
い
る
１
．
そ
ん
意
実
感
が
、
戸
波

に
も
わ
い
て
き
た
。

バ
ー
の
ホ
ス
テ
ス
で
あ
ろ
う
と
、
政
党
関
係
者
で
あ
ろ
う
と
、

９
１
４
１
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告
知
板
に
貼
り
出
し
た
で
し
よ
。
あ
れ
は
け
し
か
ら
ん
い
う
て
、

述
合
自
治
会
の
ボ
ス
が
わ
め
い
て
い
る
っ
て
…
」

金
原
は
、
う
つ
う
つ
う
と
、
ノ
ド
の
奥
で
笑
っ
た
。
独
得
の
冷

笑
だ
っ
た
。

「
自
治
会
新
聞
に
も
転
戦
す
る
話
が
つ
い
と
っ
た
が
、
そ
れ
じ
ゃ

無
理
や
の
」

「
金
原
さ
ん
、
笑
う
て
る
場
合
や
な
い
が
ネ
」

「
は
じ
め
か
ら
、
こ
う
な
る
こ
と
は
わ
か
つ
と
っ
た
ん
や
。
ど
う

せ
、
自
治
会
長
が
有
野
や
か
ら
な
」

有
野
ｌ
ど
こ
か
で
聞
い
た
名
前
だ
．

戸
波
の
神
経
が
揺
れ
る
。

「
有
野
、
と
い
う
と
、
た
し
か
…
」

「
う
む
、
報
徳
工
業
の
社
長
よ
」

金
原
は
、
婦
人
に
戸
波
た
ち
を
紹
介
す
る
と
、
ぶ
っ
き
ら
棒
に

答
え
た
。

兵
庫
製
鉄
の
下
請
け
会
社
の
中
で
は
、
最
右
翼
で
あ
ろ
う
。
戸

波
に
と
っ
て
も
、
堂
本
敏
夫
の
解
雁
問
題
で
わ
た
り
あ
っ
た
ば
か

り
の
会
社
だ
。

（
そ
こ
の
社
長
が
、
地
元
の
連
合
自
治
長
か
。
う
ま
く
で
き
て
る

な
）松

岡
が
膝
を
叩
い
た
。

「
そ
う
す
る
と
、
例
の
公
害
防
止
協
定
で
立
入
り
検
査
す
る
と
い

う
住
民
代
表
の
メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て
い
た
人
物
の
こ
と
で
す
ね
」

「
そ
う
よ
」

金
原
の
口
調
が
、
は
じ
め
て
投
げ
や
り
に
な
っ
た
。

「
下
諦
け
社
長
、
自
治
会
長
、
市
会
議
員
、
そ
れ
に
公
害
監
視
住

民
代
表
。
筋
併
き
が
、
で
き
す
ぎ
て
る
わ
け
よ
」

「
。
：
：
。
・
・
・
」

「
ま
あ
ね
、
そ
れ
で
も
打
つ
手
は
あ
る
。
な
い
と
思
う
た
ら
負
け

じ
ゃ
。
な
あ
、
奥
さ
ん
」

金
原
は
、
も
う
一
度
、
例
の
冷
笑
を
洩
ら
し
た
。
居
ば
り
か
、

、
信
か
、
戸
波
に
は
見
き
わ
め
が
つ
か
ぬ
笑
み
で
あ
る
。

「
ま
あ
、
そ
れ
で
も
一
昔
前
に
比
く
り
や
、
大
分
マ
シ
に
な
っ
た
。

記
者
さ
ん
、
と
き
ど
き
様
子
を
見
に
来
る
こ
と
や
左
」

’
5０

そ
れ
は
問
題
で
は
な
い
。
必
要
な
の
は
、
こ
の
街
に
住
む
一
人
ひ

と
り
の
意
識
だ
。

（
お
れ
も
、
だ
ん
だ
ん
支
局
長
に
似
て
き
た
か
な
）

苦
笑
を
か
み
殺
し
て
、
金
原
に
向
か
い
あ
っ
た
。

「
私
た
ち
も
、
紙
面
で
、
長
期
に
わ
た
っ
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
す

る
計
画
で
す
。
い
ろ
い
ろ
と
知
恵
を
貸
し
て
下
さ
い
」

畳
職
人
に
似
合
わ
ぬ
陽
焼
け
し
た
頬
に
一
瞬
、
ピ
リ
ッ
と
光
が

走
り
、
す
ぐ
に
な
ど
ん
だ
。

「
ま
、
わ
し
ら
は
わ
し
ら
で
や
る
。
新
聞
は
ア
テ
に
し
と
ら
ん
。

だ
け
ど
な
、
資
料
は
、
い
う
て
も
ら
え
ば
、
出
し
て
あ
げ
る
よ
」

考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
、
ひ
ど
く
突
っ
放
し
た
こ
と
ば
で
あ
る
。

だ
け
ど
、
ベ
タ
ベ
タ
も
た
れ
て
こ
ら
れ
る
よ
り
は
、
ず
っ
と
信
用

で
き
そ
う
な
気
も
す
る
。

（
こ
の
男
が
民
商
だ
と
し
た
ら
、
男
の
デ
ー
タ
を
使
っ
た
新
聞
は

ア
カ
攻
撃
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
デ
ー
タ
が
事

実
な
ら
、
ど
ん
な
非
難
も
ハ
ネ
返
せ
る
は
ず
だ
）

戸
波
は
、
金
原
の
価
の
奥
に
あ
る
も
の
を
確
か
め
る
勢
い
で
、

そ
の
や
せ
た
顔
に
日
を
や
っ
た
。

意
気
ご
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
気
負
い
の
カ
ヶ
ラ

も
な
い
。
し
か
し
、
い
や
そ
れ
だ
け
に
金
原
の
仕
草
に
は
、
ど
こ

か
Ⅱ
に
み
え
ぬ
確
か
さ
が
あ
る
：
．
。

玄
関
口
す
れ
す
れ
に
自
転
車
が
と
ま
っ
た
。
ま
る
で
サ
ー
カ
ス

の
よ
う
に
、
ヒ
ラ
ッ
と
飛
び
お
り
た
ズ
ボ
ン
姿
の
中
年
の
婦
人
が

足
早
に
入
っ
て
き
た
。

「
あ
、
金
原
さ
ん
、
お
ら
れ
ま
し
た
か
」

婦
人
は
、
戸
波
た
ち
に
会
釈
す
る
と
、
す
ぐ
眉
を
ひ
そ
め
、
さ

さ
や
く
よ
う
に
話
し
か
け
た
。

「
今
晩
の
迎
合
自
治
会
、
も
め
そ
う
で
す
よ
。
わ
た
し
ら
の
五
丁

目
町
内
会
を
除
名
せ
い
、
い
う
動
議
が
一
、
二
丁
目
あ
た
り
か
ら

出
る
ん
や
て
」

「
ふ
う
ん
」
そ
ん
な
に
鷲
い
た
様
子
も
な
く
、
金
原
は
煙
草
に
火

を
つ
け
た
。

「
お
お
か
た
、
兵
庫
製
鉄
の
手
が
回
っ
た
ん
じ
ゃ
ろ
」

「
こ
な
い
だ
の
公
害
ア
ン
ケ
ー
ト
、
町
内
会
一
一
ユ
ー
ス
に
書
い
て

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



シ謬〆診愛

ま
た
も
ト
ラ
ッ
ク
が
走
り
ぬ
け
た
ば
か
り
の
道
路
は
、
も
う
も

う
と
赤
茶
け
た
砂
煙
だ
っ
た
。

一
秋
の
陽
は
、
傾
き
か
け
て
い
る
。

「
ど
う
や
松
岡
君
、
せ
っ
か
く
や
か
ら
、
い
ち
ど
兵
庫
製
鉄
の
表

門
を
通
っ
て
帰
ろ
う
か
」

＄0

国陸

蕊
夢

制蕩″
Ｉ
ｆ
Ｉ
Ｉ

〆･〆笹"

ﾆ 劣ｯ

〆･ 〆笹"

竃割〔

菟乏

男

多多
〆
ダ

ダ
野髪”

〃

Zジ･‘>Ｉ

２２シ享グノ 拳
" 諺

２２シ享グノ

房
圭
之
助
だ
。

花
房
は
、
支
局
長
に
深
く
頭
を
下
げ
、
文
局
長
も
同
じ
ポ
ー
ズ

で
応
え
て
い
る
。

（
こ
れ
は
、
ど
う
解
釈
し
た
ら
い
い
の
だ
）

こ
ん
ど
は
支
局
長
が
亜
紀
子
に
何
か
話
し
か
け
、
亜
紀
子
が
優

雅
な
微
笑
を
返
し
て
い
る
の
が
見
え
る
。

戸
波
の
中
で
、
な
に
か
が
ガ
ラ
ガ
ラ
と
音
を
立
て
て
崩
れ
た
。

（
つ
づ
く
）

髭乏１
〆諺；雲

２２シ享グノ

篭
駄
菓
子
歴
、
町
工
場
、
貸
本
屋
・
…
：

い
か
に
も
下
町
ら
し
い
表
通
り
の
角
を

曲
る
と
、
も
う
兵
庫
製
鉄
の
表
門
へ
つ

づ
く
金
網
だ
っ
た
。
指
折
り
の
鉄
綱
メ

ー
カ
ー
の
玄
関
に
し
て
は
、
い
か
に
も

古
め
か
し
い
。
し
か
し
、
そ
の
古
風
さ

が
、
企
業
の
歴
史
の
伝
統
と
、
根
強
く

脈
広
い
組
織
を
思
わ
せ
た
。

道
路
を
へ
だ
て
て
、
背
の
低
い
門
柵

え
を
じ
っ
と
み
つ
め
る
と
、
ま
ぜ
か
い

い
よ
う
の
な
い
圧
迫
感
が
の
し
か
か
っ

て
き
た
。

し
か
し
、
そ
れ
も
数
十
秒
だ
っ
た
。

思
わ
ぬ
出
来
懇
が
、
戸
波
の
心
臓
を

揺
さ
ぶ
っ
た
。

植
込
み
を
隔
て
た
玄
関
に
、
細
川
亜

紀
子
が
、
つ
づ
い
て
石
津
支
局
長
が
現

わ
れ
た
の
だ
。

二
人
は
、
車
を
待
つ
様
子
で
、
な
に

か
親
し
そ
う
に
談
笑
し
て
い
る
。

（
な
ん
と
い
う
こ
と
だ
）

松
岡
に
知
ら
せ
る
の
も
忘
れ
て
戸
波

は
立
ち
つ
く
し
た
。
自
分
の
眼
が
、
信

じ
ら
れ
な
い
…
。

社
屋
の
中
か
ら
、
す
ぐ
に
も
う
一
人

の
巨
漢
が
現
わ
れ
た
。
総
務
部
長
の
花

一

〆

１
５
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口

浜
潟
湖
は
、
東
名
神
高
速
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
世
し
て
い
る
。
こ

こ
か
ら
、
東
京
方
面
へ
も
、
関
西
方
而
へ
も
、
ど
ち
ら
へ
で
か
け

る
に
も
便
利
な
地
点
で
あ
っ
た
。

武
田
繁
太

え
・
横
塚

連
載
小
説
〈
最
終
回
〉

、

曲
線
ハ
イ
ウ
エ
イ

/」

繁郎

’
5２

翌
Ⅱ
、
二
人
は
、
多
水
の
ク
ル
マ
で
、
ド
ラ
イ
ブ
す
る
こ
と
に

し
た
。
小
半
Ⅱ
、
ど
こ
か
を
ま
わ
っ
て
、
も
う
い
ち
ど
、
館
山
寺

ま
で
も
ど
っ
て
こ
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
富
士
か
、
箱
根
あ
た
り
へ
い
か
な
い
？
」

〔
あ
ら
す
じ
〕
東
名
高
速
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
多
木
洋
介
は
神
戸
の
女
性
宇

津
康
子
と
知
合
い
、
逢
瀬
を
垂
れ
る
う
ち
に
康
子
に
ひ
か
れ
て
い
っ
た
。
あ
る

日
友
人
岡
本
和
彦
と
共
に
神
戸
へ
き
た
多
木
は
康
子
に
会
え
ず
、
彼
女
の
面
影

に
似
た
辰
野
英
子
を
紹
介
さ
れ
、
六
甲
山
へ
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
た
。
ロ
マ
ン

テ
ィ
ッ
ク
な
悩
景
に
誘
わ
れ
て
英
子
を
抱
き
し
め
た
多
木
の
胸
に
、
初
め
て
感

じ
る
い
と
お
し
さ
が
つ
の
り
、
そ
の
夜
二
人
は
愛
し
あ
っ
て
別
れ
た
。

そ
ん
な
時
突
如
と
し
て
康
子
か
ら
砥
話
が
あ
り
、
多
木
と
康
子
は
二
人
の
愛

を
砿
か
め
あ
っ
た
。
翌
朝
、
風
の
よ
う
に
去
っ
て
い
っ
た
康
子
を
追
い
神
戸
に

き
た
筈
の
多
木
は
、
岡
本
の
早
呑
み
込
み
と
神
戸
の
雰
囲
気
の
中
で
英
子
を
捜

し
て
い
る
自
分
に
気
付
い
た
。
英
子
を
み
つ
け
た
多
木
は
淡
路
島
へ
の
ド
ラ
イ

ブ
に
出
か
け
た
が
、
そ
の
帰
り
に
中
年
の
男
と
寄
り
そ
っ
て
歩
い
て
い
る
康
子

を
目
撃
し
た
。
そ
の
衝
確
を
負
っ
て
帰
京
し
た
多
木
の
も
と
に
康
子
か
ら
の
屈

託
の
な
い
砥
話
が
入
っ
た
。
十
日
間
の
休
暇
を
え
た
多
木
は
、
北
海
道
へ
の
ド

ラ
イ
ブ
に
康
子
と
出
か
け
、
札
幌
か
ら
海
岸
沿
い
の
国
道
を
通
り
、
さ
い
は
て

の
村
島
牧
に
向
っ
た
。
鎧
の
村
は
、
難
病
に
か
か
っ
た
象
の
柁
子
が
温
泉
で
闘

病
し
て
い
る
こ
と
で
、
か
つ
て
新
聞
に
報
道
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

島
牧
に
つ
い
た
二
人
は
、
花
子
を
見
舞
い
花
子
の
世
話
を
し
て
い
る
Ｓ
氏
と

親
し
く
な
っ
た
。
Ｓ
氏
を
招
い
て
夕
食
を
共
に
し
、
動
物
談
議
か
ら
愛
と
性
へ

と
話
は
発
展
し
た
。
二
泊
し
て
二
人
は
帰
京
し
た
。
帰
京
し
た
多
木
に
英
子
か

ら
電
話
が
あ
り
、
東
京
へ
遊
び
に
い
く
と
い
う
。
Ｏ
Ｋ
し
た
多
木
は
、
新
紳
線

東
京
駅
ま
で
出
迎
え
、
二
人
は
若
者
の
街
、
ジ
ョ
ウ
ジ
の
夜
を
楽
し
ん
だ
。
そ

の
夜
、
多
木
と
槻
子
は
久
し
ぶ
り
に
た
が
い
の
愛
と
性
を
燃
や
し
た
。

三
日
後
、
英
子
は
焔
神
し
た
。
コ
ー
叙
に
州
っ
た
多
木
は
東
京
を
離
れ
る
決

心
を
し
部
屋
を
整
理
し
た
。
そ
の
時
雄
子
か
ら
電
話
が
あ
り
、
東
名
高
速
の
浜

名
湖
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
逢
う
約
束
を
し
た
。
約
束
の
時
間
よ
り
二
時
間
も
遅

れ
た
康
子
に
、
多
木
は
疑
惑
を
持
っ
た
。
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て
い
た
・

東
京
を
で
る
と
き
か
ら
、
多
木
は
、
そ
の
つ
も
り
で
あ
っ
た
。

三
日
で
も
門
口
で
も
、
こ
の
女
と
さ
い
ご
の
逢
う
瀬
を
た
の
し
ん

だ
う
え
で
、
別
れ
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
な
に
も
言
わ
ず
に
、
彼

女
を
神
戸
へ
帰
し
て
や
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
こ
り
さ
い
、
さ
い
ご
に
た
だ
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
こ
の
女
と
の
愛
の
歴
史
を
、
お
ぼ
ろ
な
ま
ぽ
ろ
し
の
ま
ま

で
お
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
た
だ
し
て
お
か
な
け
れ
ば
た

ら
な
か
っ
た
。
わ
り
き
れ
な
い
ま
ま
に
別
れ
る
の
で
は
、
自
分
が

少
々
み
じ
め
す
ぎ
る
よ
う
に
、
多
木
に
は
思
え
た
。

「
そ
れ
よ
り
、
名
古
屋
か
ら
伊
勢
の
ほ
う
へ
い
っ
て
み
な
い
か
」

「
西
へ
い
く
の
？
」

こ
ん
ど
は
、
康
子
の
ほ
う
が
気
が
す
す
ま
ぬ
ら
し
か
っ
た
。
多

木
は
束
を
い
や
が
り
、
康
子
は
西
を
い
や
が
り
、
ど
ち
ら
も
、
自

分
の
地
元
の
ほ
う
は
避
け
た
が
っ
て
い
た
。

「
い
や
。
西
と
い
っ
た
っ
て
、
伊
勢
は
南
の
ほ
う
だ
ぜ
。
志
摩
半

島
の
ほ
う
ま
で
足
を
の
ば
し
て
、
気
が
む
い
た
ら
、
今
夜
は
志
摩

の
ど
こ
か
に
泊
っ
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」

「
そ
れ
も
、
そ
う
ね
」

康
子
は
妥
協
し
た
。
束
行
き
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
こ
だ
わ
り
も
み

せ
な
か
っ
た
。

康
子
の
ク
ル
マ
は
、
ホ
テ
ル
の
駐
車
場
に
あ
ず
か
っ
て
も
ら
う

こ
と
に
し
て
、
二
人
は
、
昼
ま
え
、
多
木
の
ク
ル
マ
で
館
山
寺
の

ホ
テ
ル
を
で
た
。

Ｍ
Ｖ
は
、
三
ヶ
日
Ｉ
Ｃ
か
ら
、
下
り
線
に
で
た
。
ハ
ン
ド
ル

は
、
多
木
が
に
ぎ
っ
て
い
た
。
Ｍ
Ｖ
は
、
た
ち
ま
ち
百
二
、
三
○

キ
ロ
の
ス
ピ
ー
ド
で
、
東
名
高
速
を
西
に
む
か
っ
て
突
っ
走
っ
て

い
っ
た
。

こ
の
と
き
ま
で
、
多
木
は
、
康
子
に
言
っ
た
と
お
り
、
こ
の
日

は
、
伊
勢
方
面
に
ド
ラ
イ
ブ
す
る
つ
も
り
で
い
た
。
今
夜
は
、
志

摩
に
泊
り
、
明
日
、
館
山
寺
に
ひ
き
か
え
し
て
き
て
、
そ
の
と
き

の
気
分
で
、
あ
と
一
日
二
日
、
康
子
と
す
ご
し
て
も
い
い
と
考
え

康
子
は
言
っ
た
が
、
多
木
は
、
東
の
方
面
に
は
も
う
興
味
が
た

か
っ
た
。

「
昨
Ｒ
、
君
が
遅
れ
て
き
た
の
は
、
で
か
け
る
と
き
、
き
ゅ
う
に

来
客
が
あ
っ
た
か
ら
だ
っ
て
言
っ
て
た
な
？
」

多
木
は
、
た
ず
ね
て
み
た
。

「
え
え
。
そ
う
よ
」

康
子
も
、
う
な
ず
い
た
。

「
女
の
客
だ
っ
て
言
っ
て
た
れ
？
」

「
え
え
」

「
親
友
？
」

「
ま
あ
ね
」

「
そ
の
ひ
と
、
ぼ
く
た
ち
の
こ
と
、
知
っ
て
る
？
」

「
知
ら
な
い
わ
。
話
し
て
な
い
か
ら
」

「
じ
ゃ
、
君
、
こ
ま
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
よ
く
で
て
こ
ら
れ

た
な
」

「
そ
こ
は
、
ま
あ
、
な
ん
と
か
口
実
を
つ
く
っ
た
の
よ
」

「
そ
お
か
」

多
木
は
う
な
づ
い
て
み
せ
た
が
、
む
ろ
ん
、
来
客
が
女
だ
っ
た

と
は
信
じ
て
は
い
た
か
っ
た
。
彼
は
、
ク
ル
マ
の
ス
ピ
ー
ド
を
い

ち
だ
ん
と
あ
げ
な
が
ら
、
話
題
を
か
え
る
よ
う
に
言
っ
た
。

「
こ
の
ま
え
、
君
が
東
京
に
き
た
と
き
、
君
は
急
用
が
で
き
た

と
、
い
そ
い
で
神
戸
へ
帰
っ
て
い
っ
た
ね
？
お
ぼ
え
て
る
？
」

「
む
ろ
ん
、
お
ぼ
え
て
る
わ
」

「
あ
の
と
き
、
ぼ
く
は
、
未
練
た
ら
し
く
、
君
の
あ
と
を
追
う
よ

う
に
、
ク
ル
マ
で
神
戸
へ
い
っ
て
み
た
ん
だ
よ
」

「
ま
あ
ｌ
」

は
じ
め
て
あ
か
さ
れ
た
事
実
に
、
康
子
は
、
思
わ
ず
息
を
の
ん

だ
。「

む
ろ
ん
、
神
戸
へ
い
っ
た
っ
て
、
君
の
住
所
も
電
話
番
号
も
知

ら
ん
。
だ
け
ど
、
神
戸
っ
て
そ
ん
な
に
広
い
街
じ
ゃ
な
い
。
ど
こ

か
で
、
ひ
ょ
つ
く
り
君
に
逢
え
る
か
も
知
れ
な
い
と
、
ぼ
く
は
、

に
ぎ
や
か
そ
う
な
町
筋
を
、
あ
て
も
な
く
歩
い
て
み
た
」

康
子
は
、
つ
ぎ
の
言
葉
を
、
や
は
り
、
息
を
の
ん
で
待
っ
て
い

た
。「

三
日
目
の
夜
だ
っ
た
か
な
。
神
戸
の
街
は
、
ぼ
く
の
期
待
に
応

え
て
く
れ
た
。
あ
れ
は
、
た
し
か
三
宮
だ
っ
た
と
思
う
。
ぼ
く

’
5３
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ど
、
ぼ
く
は
、
君
が
ど
う
い
う
ひ
と
か
と
い
う
こ
と
だ
け
は
知
り

た
か
っ
た
。
二
人
が
め
ぐ
り
あ
っ
た
そ
の
思
い
出
の
た
め
に
も
、

ぼ
く
は
さ
い
ご
に
知
っ
て
お
き
た
か
っ
た
ん
だ
」

さ
い
ご
に
、
と
い
う
多
木
の
言
葉
に
、
康
子
は
、
ふ
い
に
目
を

ひ
か
ら
せ
て
、
多
木
の
横
顔
を
垣
間
み
た
。
彼
女
も
、
や
っ
と
ｕ

を
ひ
ら
い
た
。

「
昨
日
、
あ
た
し
、
も
う
二
度
と
神
戸
に
は
帰
ら
な
い
つ
も
り
で

で
て
き
た
わ
」

「
そ
の
ひ
と
と
、
な
に
か
あ
っ
た
ん
だ
な
？
」

「
昨
日
は
偶
然
。
で
も
、
あ
な
た
と
の
こ
と
が
、
い
つ
ま
で
も
秘

密
で
い
ら
れ
る
は
ず
は
な
い
。
い
つ
か
は
こ
う
な
る
と
思
っ
て
い

た
わ
」康

子
は
淡
々
と
し
た
口
調
で
言
っ
た
。
悔
い
も
恨
み
も
感
じ
さ

せ
な
い
。
そ
の
さ
め
た
態
度
に
、
む
し
ろ
き
っ
ぱ
り
と
し
た
覚
悟

の
ほ
ど
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

相
手
は
、
ど
ん
な
男
か
。
神
戸
に
住
ん
で
い
る
貿
易
商
か
。
そ

れ
と
も
、
神
戸
の
外
国
商
社
の
駐
在
員
か
。
あ
る
い
は
、
ど
こ
か

の
国
の
船
乗
り
か
。
さ
ま
ざ
ま
に
想
像
で
き
る
が
、
し
か
し
、
そ
ん

な
せ
ん
さ
く
は
、
多
木
に
は
も
う
ど
う
で
も
い
い
こ
と
だ
っ
た
。

そ
の
男
と
の
歴
史
も
昨
ｕ
で
終
駕
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

「
あ
た
し
、
昨
ｎ
、
こ
っ
ち
へ
く
る
途
中
、
ふ
っ
と
考
え
た
の
。

こ
れ
か
ら
、
東
京
で
あ
な
た
と
い
っ
し
ょ
に
蕪
そ
う
か
っ
て
。
結

婚
な
ん
か
ど
う
で
も
い
い
、
あ
な
た
と
二
人
な
ら
、
た
の
し
い
だ

ろ
う
な
あ
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
そ
ん
な
空
想
も
し
て
み
た
の
よ
。
だ

け
ど
、
す
ぐ
そ
ん
な
考
え
、
捨
て
た
わ
」

多
木
は
黙
っ
て
き
い
て
い
た
。

「
だ
っ
て
、
あ
な
た
の
性
格
、
あ
た
し
に
も
す
こ
し
は
理
解
で
き

て
い
る
も
の
。
あ
な
た
に
は
、
あ
た
し
と
暮
そ
う
な
ん
』
て
気
持

ち
、
あ
る
は
ず
が
な
い
。
そ
う
思
う
と
、
あ
た
し
、
な
ん
て
馬
鹿

な
こ
と
を
考
え
た
の
か
と
、
自
分
で
お
か
し
く
た
っ
た
わ
」

「
君
、
独
り
だ
っ
た
ね
？
」

「
そ
う
よ
」

こ
の
女
に
は
、
も
う
家
も
肉
親
も
な
い
。
自
分
と
別
れ
れ
ば
諺

文
字
ど
お
り
、
天
涯
孤
独
の
身
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
こ
れ
か

は
、
君
を
探
し
あ
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
ク
ラ
ブ
ら
し
い
建
物
に

は
い
っ
て
い
く
君
の
後
ろ
姿
を
、
ぼ
く
は
み
つ
け
た
ん
だ
。
そ
ん

な
記
憶
、
君
に
は
な
い
か
い
？
」

康
子
は
こ
た
え
な
か
っ
た
。
じ
っ
と
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
を
み
つ

め
た
ま
ま
、
黙
し
て
い
た
。

「
昨
日
き
た
の
は
、
女
客
じ
ゃ
な
か
っ
た
。
ぼ
く
の
想
像
が
た
だ

し
け
れ
ば
、
あ
の
と
き
、
君
と
連
れ
だ
っ
て
歩
い
て
い
た
ひ
と
だ

っ
た
。
そ
う
じ
ゃ
な
い
の
か
」

康
子
は
、
肯
定
も
否
定
も
し
な
か
っ
た
。
否
定
し
た
い
こ
と

が
、
多
木
の
想
像
が
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
を
、
暗
黙
に
認
め
て
い

た
と
い
っ
て
い
い
。
康
子
の
態
度
は
素
直
に
な
っ
て
い
た
。

「
よ
し
。
わ
か
っ
た
。
ぼ
く
は
君
を
責
め
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
。

責
め
る
権
利
な
ど
、
ぼ
く
に
は
な
い
。
だ
か
ら
諺
ぼ
く
は
い
ま
ま

で
、
神
戸
で
君
た
ち
を
み
か
け
た
こ
と
も
黙
っ
て
い
た
。
だ
け

１
５４
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☆特集「大阪。ナンバ」
影
が
浮
ん
で
い
た
。
兄
は
、
試
作
車
の
テ
ス
ト
ド
ラ
イ
ブ
中
、
急

カ
ー
ブ
を
ま
が
り
そ
こ
な
っ
た
。
操
縦
ミ
ス
か
、
試
作
束
の
欠
陥

か
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
、
ク
ル
マ
は
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
に
激
突
し
、
炎
上
す
る
車
中
で
、
兄
は
死
ん
だ
。
壮
絶
な
最

期
だ
っ
た
。
そ
の
兄
の
死
に
、
多
木
は
、
ぞ
く
ぞ
く
す
る
よ
う
な

魅
力
を
お
ぼ
え
た
。

東
名
高
速
は
、
ゆ
る
や
か
な
起
状
を
み
せ
な
が
ら
、
一
直
線
に

の
び
て
い
た
。
多
木
は
、
フ
ロ
ア
い
つ
ぱ
い
に
ア
ク
セ
ル
を
踏
み

こ
ん
で
い
た
。
Ｍ
Ｖ
は
百
六
、
七
○
キ
ロ
の
猛
ス
ピ
ー
ド
で
暴
進

し
て
い
た
。
ア
ン
テ
ナ
だ
け
が
、
キ
ー
ン
と
鋭
い
金
属
音
を
ひ
び

か
せ
て
い
た
。
行
手
に
、
曲
線
が
み
え
て
き
た
。
曲
線
は
、
そ
の

ま
ま
、
赤
い
ト
ン
ネ
ル
に
す
い
こ
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
曲
線
の
ハ

イ
ウ
ェ
イ
を
、
多
木
は
、
さ
い
ご
の
ス
ピ
ー
ド
を
あ
げ
な
が
ら
突

っ
走
っ
て
い
っ
た
。
康
子
は
、
多
木
の
肩
に
顔
を
あ
ず
け
た
ま

ま
、
う
っ
と
り
と
両
の
臓
を
と
ざ
し
て
い
た
。
多
木
は
、
右
手
一

本
で
ハ
ン
ド
ル
を
に
ぎ
り
、
左
腕
を
康
子
の
肩
に
ま
わ
し
て
、
そ
《

の
上
半
身
を
抱
き
よ
せ
た
。

ト
ン
ネ
ル
の
人
口
が
、
曲
線
の
む
こ
う
か
ら
せ
ま
っ
て
き
た
。
そ

れ
は
、
む
こ
う
か
ら
と
び
こ
ん
で
く
る
よ
う
な
速
さ
だ
っ
た
。
そ

の
入
口
の
右
端
の
壁
に
む
か
っ
て
、
多
木
は
、
猛
ス
ピ
ー
ド
の
愛

車
を
突
っ
こ
ま
せ
て
い
っ
た
。
（
完
）

ら
、
こ
の
女
は
、
ど
こ
へ
い
っ
て
、
ど
ん
な
生
き
方
を
し
よ
う
と

い
う
の
だ
ろ
う
か
。
多
木
に
は
想
像
で
き
な
か
っ
た
。
彼
が
、
康

子
と
三
、
四
Ｈ
さ
い
ご
の
逢
う
瀬
を
た
の
し
ん
で
、
そ
れ
か
ら
別

れ
よ
う
と
い
う
考
え
を
捨
て
た
の
は
、
こ
の
と
き
で
あ
っ
た
。
彼

は
、
は
っ
き
り
と
捨
て
た
。
そ
し
て
、
新
し
い
決
意
を
抱
い
た
。

「
君
、
ぼ
く
と
こ
う
し
て
知
り
あ
っ
た
こ
と
、
悔
ん
で
い
な
い
か

い
？
」

「
悔
ん
で
い
る
は
ず
が
な
い
じ
ゃ
な
い
の
。
あ
な
た
は
？
」

「
お
れ
だ
っ
て
そ
う
さ
」

「
じ
ゃ
、
あ
い
つ
こ
ね
」

康
子
は
、
多
木
の
左
肩
の
あ
た
り
に
、
長
い
髪
の
あ
た
ま
を
も

た
せ
か
け
て
き
た
。

「
ど
う
だ
い
？
こ
れ
か
ら
も
後
悔
し
な
い
？
」

「
も
ち
ろ
ん
よ
」

「
ぼ
く
と
ど
う
な
っ
て
も
？
」

男
の
一
屑
に
あ
た
ま
を
よ
せ
た
ま
ま
、
康
子
は
、
こ
っ
く
り
と
う

な
ず
い
て
み
せ
た
。

「
そ
う
か
。
わ
か
っ
た
」

、
、
、
、

多
水
も
う
な
ず
き
か
え
し
な
が
ら
、
そ
の
と
き
が
、
彼
自
身
の

予
定
を
と
び
こ
え
て
、
意
外
の
身
ち
か
さ
で
迫
っ
て
き
た
こ
と

を
、
多
木
は
意
識
し
た
。
多
木
の
脳
裏
に
、
亡
く
な
っ
た
兄
の
面
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